
Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［１］　育児休業制度の促進

現状値（H20） 目標値（H24）

総務課
[人事]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２２年度予定

継続して、気軽に相談できる雰囲気づくりに努める。

予算額

―

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

職員が気軽に相談できる雰囲気づくりを心掛けたい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

総務課人事係で相談を受ける体制となっており、産前休暇願申請の際に個別に相談を受けることとしている。

決算額

―

実績値

―

進捗状況

2

市職員の仕事と子育ての両立等につ
いての相談窓口での相談受付

事業の概要

市職員の仕事と子育てについて相談を受ける窓口を設置し、仕事と子育ての両立ができるよう職員のサポートを行うもの。

平成２１年度実績

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［１］　育児休業制度の促進

現状値（H20） 目標値（H24）

総務課
[人事]

男性0％
女性100％

男性10％
女性100％

①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

　市職員が育児休業を取得しやすい職場環境を整えるとともに、男性職員の取得を促進していく。

平成２１年度実績

○　平成21年度中に新たに育児休業が取得可能になった職員数と取得実績
　　　対象者　男性33人　女性20人
　　　取得者数　男性0人（0％）　女性20人（100％）

○　育児短時間勤務取得者数　女性1人

決算額

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業

市職員の育児休業等取得率の向上
（少子化・子育て支援）

事業の概要

担当課
数値目標

計画での方向

―

実績値

0％、100％

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

　育児休業制度及び育児短時間勤務制度の周知を行うとともに、男性職員の育児休業取得を促進する。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 1

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 2

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 2

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 2

平成２２年度予定

　正規職員について、国に準拠して男性職員の育児休業を取得促進するための育児休業制度の改正を行い、育
児休業制度の周知を行う。
　・育児休業等（育児短時間勤務、部分休業を含む。）をすることができる職員の範囲を緩和する。
　・子の出生の日から57日の間に最初の育児休業を取得した職員は、特別の事情がない場合も、再度の育児休業
を取得することができるものとする。
　・再度の育児休業等をすることができる事情について、配偶者と交互に養育したか否かにかかわらず、最初の育
児休暇をした後、３ヶ月を経過した場合には取得できるものとする。

予算額

―

目標値

2％、100％

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［１］　育児休業制度の促進

現状値（H20） 目標値（H24）

商工観光課 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２２年度予定

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）の継続。

予算額

0千円

目標値

2回

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　現在の中小企業を取り巻く状況は、非常に厳しく推進は難しい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

事業の概要

　会議所、商工会等を通じて、事業所等への啓発を行う。

平成２１年度実績

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）

決算額

0千円

実績値

2回

進捗状況

2

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

商工会議所、商工会を通じての事業
所等への啓発
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［２］　子ども看護休暇制度の啓発

現状値（H20） 目標値（H24）

総務課
[人事]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

　正規職員について、国に準拠して子の看護による特別休暇の日数を拡充するために休暇制度の改正を行い、特
別休暇制度の周知を行う。

・子の看護休暇日数について、年５日から子が２人以上の場合は年１０日に拡充する。

予算額

―

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　制度の周知を行う。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

○　平成21年度子の看護休暇取得　1人　3日

決算額

―

実績値

1人

施策の方向

具体的施策

進捗状況

2

子どもの看護休暇等の特別休暇の周
知と取得の促進

事業の概要

　「子の看護のための休暇」は、職員が負傷又は病気の小学校就学の始期に達するまでの子の看護を行なう場合で、その勤務し
ないことが相当と認められるときを対象とする特別休暇で、1年において5日の範囲内で認められる。
　子どもの看護休暇等の子育てを支援する特別休暇制度の周知を行い、取得の促進を図る。

平成21年度実績

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

基本目標

推進方策
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［２］　子ども看護休暇制度の啓発

現状値（H20） 目標値（H24）

商工観光課 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２２年度予定

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）の継続。

予算額

0千円

目標値

2回

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　現在の中小企業を取り巻く状況は、非常に厳しく推進は難しい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

平成２１年度実績

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）。

決算額

0千円

実績値

2回

進捗状況

2

計画での方向

商工会議所、商工会を通じての事業
所等への啓発

事業の概要

　会議所、商工会等を通じて、事業所等への啓発を行う。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［３］　男性の育児休業取得に向けた意識啓発

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

前年度同様

予算額

0千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業に対する評価・課題等

なし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

平成21年度実績

「えひめの保育」や各種情報紙などを保育所に配布している。

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

3

計画での方向

「えひめの保育」等を通じた情報提供・
意識啓発

事業の概要

「えひめの保育」や各種情報紙など、あらゆる機会や手段を活用し、男性の育児休業取得に向けた意識啓発を行う。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［４］　育児支援サービスの利用促進

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

前年と同様

予算額

0千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

保育所や子育て支援サービスの内容など多岐に渡って掲載しており、かなり充実していると思われる。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

平成21年度実績

「宇和島市保育サービスネットワーク」としてホームページを開設しており、随時更新を行っている。

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

4

計画での方向

保育サービスネットワーク事業

事業の概要

各種保育サービスや地域支援体制など支援サービスや制度について周知に努め、公的サービスの利用を促進します。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［５］　保育サービス総合連絡調整会議の開催

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

開催予定

予算額

0千円

目標値

1回

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか -

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか -

性別による固定的な役割分担等が行われていないか -

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか -

事業に対する評価・課題等

特になし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか -

平成21年度実績

実施なし

決算額

0千円

実績値

0回

進捗状況

2

計画での方向

保育サービス総合連絡調整会議の開
催

事業の概要

様々な保育ニーズに対応したサービスを提供するため、保育サービス総合連絡調整会議を開催し、地域の保育施設や保育資源を
整理し、それらが効果的に活用できるよう調整を行う。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［６］　延長保育の充実

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

6箇所 7箇所 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

前年と同様に実施する

予算額

36,716千円

目標値

7箇所

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

開園時間を越える保育ニーズに対応するため、延長保育を充実した。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

平成21年度実績

法人　6保育園で実施

決算額

36,042千円

実績値

6箇所

進捗状況

4

計画での方向

延長保育の充実

事業の概要

開園時間を越える保育ニーズに対応するため、延長保育を充実する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［７］　休日保育の充実

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

1箇所 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

利用があるため、当該保育園の運営状況及び国の基準等を勘案して継続。

予算額

1,176千円

目標値

1箇所

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業に対する評価・課題等

日曜、祝日に保育が必要な人に対しては十分な対応ができたが、今後の利用促進のための啓発は必要。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

平成21年度実績

１法人保育園において実施

・当該保育園が、それまでの補助額では運営上厳しいことと、国の基準額が上がったことにより、補助額を倍増し
て
実施した。

決算額

1,176千円

実績値

1箇所

進捗状況

3

計画での方向

休日保育の充実

事業の概要

保護者の日曜・祝日の勤務などの理由によって保育ができない場合の対応を充実します。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［８］　特定保育の実施

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

0箇所 1箇所（H21） ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

予定なし

予算額

270千円

目標値

0箇所

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか -

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか -

性別による固定的な役割分担等が行われていないか -

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか -

事業に対する評価・課題等

特になし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか -

平成21年度実績

実績なし

決算額

270千円

実績値

0箇所

進捗状況

1

計画での方向

特定保育の実施

事業の概要

就労形態等の多様化に伴い、家庭での保育が一時的に困難となる場合など、様々な保育ニーズに対応するため、週２・３回程度、
また、午前か午後のみなどの柔軟な保育事業を実施する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［９］　病後児保育の充実（施設型）

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

1箇所 2箇所（H21） ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

前年と同様に実施

予算額

9,408千円

目標値

1箇所

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業に対する評価・課題等

保護者の就労などにより、病気回復期に家庭での保育が困難な乳幼児の保育に対応できた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

平成21年度実績

こおり小児科にて実施

決算額

7,306千円

実績値

1箇所

進捗状況

4

計画での方向

病後児保育の充実（施設型）

事業の概要

現在、実施されている病後児保育に対して支援を行い、保護者の就労などにより、病気回復期に家庭での保育が困難な乳幼児の
保育を充実する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［10］　子育て短期支援事業（ショートステイ）の充実

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

なし

予算額

0千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか -

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか -

性別による固定的な役割分担等が行われていないか -

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか -

事業に対する評価・課題等

特になし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか -

平成21年度実績

なし

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

―

計画での方向

子育て短期支援事業（ショートステイ）
の充実

事業の概要

関係機関と連携を取りながら、保護者の病気や仕事のため、子どもの養育が困難になった時に利用できる子育て短期支援事業を
充実する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［11］　一時保育の充実

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

6箇所 7箇所 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

前年と同様に実施

予算額

8,100千円

目標値

6箇所

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

保護者の就労形態の多様化や疾病等の緊急時に対応できた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

平成21年度実績

法人　６保育園にて実施

決算額

8,100千円

実績値

6箇所

進捗状況

3

計画での方向

一時保育の充実

事業の概要

保護者の就労形態の多様化や疾病等の緊急時に対応するため、また、保護者の心理的・肉体的負担の解消を図るためにも、一
時保育を充実する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［12］　パソコンネットワークの構築

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

前年と同様に実施

予算額

0千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業に対する評価・課題等

年齢や更新のタイミングにより正確な情報伝わりにくい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

平成21年度実績

「宇和島市保育サービスネットワーク」としてホームページを開設しており、保育所の空き状況の随時更新を行って
いる。

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

3

計画での方向

保育サービスネットワーク事業

事業の概要

地域内における保育サービスに関するパソコンネットワークを構築し、病後児保育・一時保育・認可外保育施設などの空き状況の
情報を提供する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［13］　放課後子どもプランの充実

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

9箇所 10箇所 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

放課後児童クラブ
公設民営　４クラブ　　民設民営　５クラブ　　計　９クラブを開設。
登録者数　　３５０人

予算額

24,759千円

目標値

9箇所

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

利用者は年々増えているが、現在の９クラブで充分対応出来ている。
国・県の補助基準額が下がっているため、各クラブとも運営に苦慮している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

平成21年度実績

放課後児童クラブ
公設公営　１クラブ　　公設民営　３クラブ　　民設民営　　５クラブ　を開設。　登録者数　合計 ３２９人

決算額

23,411千円

実績値

9箇所

進捗状況

4

計画での方向

学童保育の充実

事業の概要

地域の実情にあわせて子育て支援を充実させるため、小学生の放課後の居場所を確保する放課後子どもプラン（放課後児童クラ
ブ）を充実する。（対象者１～３年生）

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［13］　放課後子どもプランの充実

現状値（H20） 目標値（H24）

生涯学習課 6箇所 6箇所 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

平成22年度予定

【鶴島公民館】　実施予定日数 ： 35日
【天神公民館】　実施予定日数 ： 15日
【和霊公民館】　実施予定日数 ： 10日
【高光公民館】　実施予定日数 ：172日
【住吉小学校】　実施予定日数 ：185日
【三間小学校】　実施予定日数 ：187日
【二名小学校】　実施予定日数 ：189日
【成妙小学校】　実施予定日数 ：158日（開設予定）

予算額

2,553千円

該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

目標値

8箇所

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

平成20年度から1箇所増え、合計7箇所での実施になった。小学校3校分については、待機児童に対する放課後対策事業として一
定の評価ができる。しかし、公民館等は貸館の都合上実施回数に限りがあり、共働き家庭の増加等、学童保育の普及を求める保
護者のニーズに対応できない。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

平成21年度実績

【鶴島公民館】　実施日数 ：① 36日 ②参加児童：14人/回
【天神公民館】　実施日数 ：①  9日  ②参加児童：12人/回
【和霊公民館】　実施日数 ：①  7日  ②参加児童：20人/回
【高光公民館】　実施日数 ：① 86日 ②参加児童：13人/回
【住吉小学校】　実施日数 ：①167日 ②参加児童： 6人/回
【三間小学校】　実施日数 ：①171日 ②参加児童：11人/回
【二名小学校】　実施日数 ：① 57日 ②参加児童： 6人/回

決算額

3,390千円

実績値

7箇所

進捗状況

4

計画での方向

放課後子ども教室推進事業

事業の概要

放課後に小学校の余裕教室及び公民館を活用して、子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）を儲け、地域住民の参画を得
て、子どもたちとともに勉強やスポーツ・文化施設、地域住民との交流活動等に取り組むことにより、子どもたちが地域社会の中
で、心豊かで健やかにはぐくまれる環境づくりを推進する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［14］　地域子育て支援センター事業への支援充実

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

1箇所 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

地域子育て支援センター事業

事業の概要

現在行われている地域子育て支援センター事業に対して、連絡及び連携を図るための支援を充実する。また、休日開所型地域子
育て支援センターを設置し、保護者の育児相談、保育サービスの利用相談に対して、休日も対応できる体制を整備する。

平成21年度実績

休日開所型地域子育て支援センターを１箇所設置

決算額

8,002千円

実績値

1箇所

進捗状況

5

事業に対する評価・課題等

充実して実施している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成22年度予定

前年と同様に実施

予算額

8,002千円

目標値

1箇所

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［15］　つどいの広場事業の実施

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

5箇所 2箇所（H21） ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

つどいの広場事業

事業の概要

主に乳幼児（０～３歳）を持つ子育て中の親が、うち解けた雰囲気の中で気軽に集い交流できる場を提供する。また、子育ての相談
に応じる環境の提供を行う。

平成21年度実績

地域子育て支援拠点事業を５法人保育園で実施するとともに、他の保育所や公民館などでも出張開催している。

決算額

37,966千円

実績値

5箇所

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

充実して実施している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成22年度予定

前年と同様

予算額

37,966千円

目標値

5箇所

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［16］　ファミリー・サポート・センター事業の実施

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

0箇所 1箇所 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

ファミリー・サポート・センター事業

事業の概要

子育て中の保護者が急な仕事や用事などにより、子どもの世話ができないとき、一時的に地域住民が相互協力をしながら、子育て
の手助けを行う。

平成21年度実績

平成22年度からの開設に向けて、事業内容の周知、啓発を行った。
利用会員、サポート会員等の募集を行い、平成22年度からの開設のために、講習会を実施した。

決算額

381千円

実績値

0箇所

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

予定数に近い会員登録が出来た。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成22年度予定

利用サービスを開始する。

予算額

3,555千円

目標値

1箇所

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［17］　児童館設置の検討

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

0箇所 1箇所 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

児童館設置の検討

事業の概要

地域において健全な子どもを育成し、情報交換やふれあいの場を提供していくために、児童館の設置を検討する。

平成21年度実績

実績なし

決算額

0千円

実績値

0箇所

進捗状況

1

事業に対する評価・課題等

なし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか －

性別による固定的な役割分担等が行われていないか －

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか －

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか －

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか －

平成22年度予定

特になし

予算額

0千円

目標値

0箇所

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［18］　育児支援等各種の情報提供

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

保育サービスネットワーク事業

事業の概要

育児休業取得者、育児を行う就業者に対する育児支援等の、国・県の関係諸施策や各種制度の広報・情報提供に努め、関係団体
と連携して啓発に努める。

平成21年度実績

市のホームページにより保育サービスネットワークについて、最新情報を発信している。

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

特になし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成22年度予定

前年と同様

予算額

0千円

目標値

―

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［19］　乳幼児・児童を持つ家庭への各種手当・医療費の助成

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

乳幼児医療費助成・児童手当

事業の概要

児童手当をはじめとする各種手当の支給や医療費の助成を行い、乳幼児・児童を養育している家庭の福祉の増進を図る。

平成21年度実績

児童手当の交付　　567,530千円
乳幼児医療費の負担　　127,893千円

決算額

695,423千円

実績値

左記参照

進捗状況

5

事業に対する評価・課題等

国、県の施策に基づき、実施していく。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか －

性別による固定的な役割分担等が行われていないか －

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか －

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか －

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか －

平成22年度予定

国、県の施策に基づき、実施していく。
児童手当は、子ども手当に制度改正があり平成22年度予算額が大幅に増嵩している。

予算額

1,540,100千円

目標値

―

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［20］　ひとり親家庭への各種手当・医療費の助成

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

母子家庭医療費助成・児童扶養手当

事業の概要

児童扶養手当をはじめとする各種手当の支給や医療費の助成を行い、母子家庭等の福祉の増進を図る。

平成21年度実績

児童扶養手当の交付　　422,990千円
母子医療費の負担　　　　78,294千円

決算額

501,284千円

実績値

左記参照

進捗状況

5

事業に対する評価・課題等

国、県の施策に基づき、実施していくが、年々増大している。
児童扶養手当が平成２２年８月より父子家庭も対象となる。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか －

性別による固定的な役割分担等が行われていないか －

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか －

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか －

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか －

平成22年度予定

国、県の施策に基づき、実施していく。

予算額

503,000千円

目標値

―

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［21］　ひとり親家庭への相談・支援活動の充実

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

家庭・児童相談室（相談員３人）

事業の概要

ひとり親家庭に対して、民生児童委員、主任児童委員等との連携を図りながら、生活一般及び自立生活に必要な相談・支援活動を
充実させていく。

平成21年度実績

1名の母子自立支援員を配置し、母子家庭よりの相談を受けたり、小口資金や福祉資金の貸付けなど支援活動を
実施している。

決算額

0千円

実績値

36人

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

母子家庭が増えており、毎年相談件数も増えている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成22年度予定

前年度と同様

予算額

0千円

目標値

40人

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［22］　ひとり親家庭への就労支援

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

母子自立支援事業

事業の概要

ひとり親家庭の社会的、経済的自立を推進していくために、国や県と連携を取りながら推進する。

平成21年度実績

自立を目指す母子家庭に対して、資格を取得するための教育訓練費の支給や高等技能訓練等促進費の支給事
業を実施している。

決算額

370千円

実績値

2人

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

国の施策が頻繁に変更になるため、対応に苦慮している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか －

性別による固定的な役割分担等が行われていないか －

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか －

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか －

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか －

平成22年度予定

前年度と同様

予算額

8,540千円

目標値

8人

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［23］　子育て意識の啓発

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

子育て支援広報啓発事業

事業の概要

思春期から生命の尊さや親となる喜びを学ぶ機会の充実を図り、子育てに喜びを感じる社会づくりに努める。また、結婚や子どもを
生み育てることの意義や、社会全体で子育てを支える必要性などについて、広く市民の意識を高めるため、各種の啓発活動を推進
する。

平成21年度実績

市のホームページにより保育サービスネットワークについて、最新情報を発信したり、市の広報で啓発している。

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

2

事業に対する評価・課題等

特になし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成22年度予定

前年度と同様

予算額

0千円

目標値

―

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［23］　子育て意識の啓発　

現状値（H20） 目標値（H24）

学校教育課 68% 100% ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

健康衛生推進事業（事業を実施して
いる小中学校割合）

事業の概要

○　生命の尊さや親となる喜びを学ぶ機会の充実。
○　子育てに喜びを感じる社会作り。
○　社会全体で子育てを支える必要性などについての啓発活動の推進。
○　生命尊重を基盤とした教育の実施。
○　道徳や飼育当番活動により、生命の尊さを学ぶ機会の充実を図る。
○　個人懇談会での支援や助言。

平成21年度実績

○　小学校40％　中学校71％
○　学校だより、学級通信、保健だより、保護者アンケート等を通して、学校と家庭が連携していくことの大切さを啓
発。
○　児童も家族に一員であることを自覚させ、協力して生活して行く事を学習している。
○　PTA活動を生かして、子育ての喜びを感じる社会の必要性を啓発。
○　学校保健委員会に高学年児童・保護者が参加し、家庭生活のあり方について学習した。
○　地域ぐるみでの子育て支援啓発のために、授業にゲストティーチャーを積極的に取り入れた。
○　家庭との「連絡ノート」の交換により、しつけ等に関する保護者への助言や子どもの指導の共通理解等を図っ
た。

決算額

―

実績値

45%

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

○　さまざまな家庭に対する啓発の仕方が課題となった。
○　学級PTAで、子どもの成長に関する悩み等を話し合う時間の確保が必要。
○　家庭と地域との連携強化の必要性を感じることが多くあった。
○　学級PTAを充実したことにより、日頃の悩み等を話し合う場として定着し、子育て世代としての情報交換を生かすことができた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成22年度予定

○　人権・同和教育懇談会で、生命のつながり・生命尊重をテーマに保護者と共に学習する。
○　学級PTAをより定着させるとともに、広報・啓発活動の充実を図る。

予算額

―

目標値

100%

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［24］　子育てを支援する環境整備　

現状値（H20） 目標値（H24）

建設課 20% 21% ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

歩道の切下げ及び点字ブロックの設
置等

事業の概要

交差点及び横断歩道の車道と歩道の段差をなくし、歩行者にやさしい道作りをするもの。

平成21年度実績

市立病院周辺、駅前通りから裁判所までの歩道整備及び点字ブロックの設置を行った。

決算額

13,566千円

実績値

４路線

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

　近年の財政状況に対して市内の補修箇所の増加により予算確保が困難になっている。しかし、交通弱者に対して、
最優先の道作りを行っていかなければならないと考えている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか －

性別による固定的な役割分担等が行われていないか －

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか －

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか －

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか －

平成22年度予定

歩行者にとって危険な箇所について、市民からの要望によりその都度補修を行う予定である。

予算額

500千円

目標値

３箇所

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［24］　子育てを支援する環境整備　

現状値（H20） 目標値（H24）

都市整備課 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

都市公園における移動等円滑化への
対応

事業の概要

出入口の段差解消やスロープの設置等により、高齢者や障害者、ベビーカーを含む子供連れの人などに優しい公園造りを目指す
もの。

平成21年度実績

バリアフリーを設計に反映させた丸山球場改修工事の完成。

決算額

700百万円

実績値

公園１箇所

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

丸山球場改修事業の完成により、陸上競技場等の丸山公園第２期整備区域を含めた広い範囲で、移動等円滑化が達成出来た。
ただし小規模公園を含めた既存施設の改修計画は未策定であることから、財政措置を含めた今後の対応が必要となる。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 2

性別による固定的な役割分担等が行われていないか -

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか -

平成22年度予定

小規模公園を含めた既存施設の調査

予算額

―

目標値

―

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［２４］　子育てを支援する環境整備

現状値（H20） 目標値（H24）

建築住宅課 56戸 56戸 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

公営住宅整備事業（バイリフリー型公
営住宅数の拡大）

事業の概要

　少子高齢社会に対応するため、公営住宅等整備事業により、公営住宅のバリアフリー化を推進する。

平成21年度実績

　なし（19年度中に全56戸改修済み）

決算額

―

実績値

目標値達成済

進捗状況

―

事業に対する評価・課題等

―

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

平成22年度予定

なし

予算額

―

目標値

―

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［25］　地域交流の推進

現状値（H20） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

12箇所 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

保育所地域交流事業

事業の概要

様々な世代間の交流や中高生による体験学習、郷土芸能の伝承活動、保育所・幼稚園・小学校・中学校の連携など、地域・学校・
家庭での交流を促進する。

平成21年度実績

公立７園、法人５園で実施

決算額

1,663千円

実績値

12箇所

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

世代間の交流を促進することができた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成22年度予定

前年と同様に実施

予算額

1,709千円

目標値

12箇所

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［25］　地域交流の推進　

現状値（H20） 目標値（H24）

教育総務課 100% ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

幼稚園における地域交流

事業の概要

様々な世代間の交流や中高生による体験学習、郷土芸能の伝承活動、保育園・幼稚園・小学校・中学校の連携など、地域・学校・
家庭での交流を促進する。

平成21年度実績

○公民館や地域の高齢者・小学校・中学校・高等学校との連携や様々な交流活動を行う
○地域の老人クラブ・小学校・公民館等との連携や交流を図る
○中学生、高校生の職場体験学習の実施
○地方祭、祖父母交流参観会、中学生の職場体験学習、幼・小関連教育の実施
○高齢者・地域・保・幼・小の方々とのつながりがあり、毎年恒例で行っているものもある。今年度は新たに「ウナ
ギの放流」「イチゴ狩り」にも招待された。
○近くの幼稚園や隣接する小学校との交流学習、祖父母、未就学児童との交流等を実施した。
○小学校・老人クラブとの交流や公民館活動への参加など様々な交流を行う。

決算額

-

実績値

100%

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

○様々な世代間の交流ができ、園内ではできないいろいろな体験をして活動の場が広がった。
○育児の大変さ、喜びが少し理解できたと思う。
○地方祭に積極的に協力していただいた。中学生との交流を幼児は喜んだ。幼・小の連携がスムーズである。
○園外保育等を通じ、もう少し地域に出向く機会を増やしていくことも必要
○様々な世代との交流を通し、優しくしてもらったり、相手の役に立ったりする経験をすることができた。人とかかわる力を育てること
の重要性や幼稚園の取組を保護者にも知らせていくことが大切である。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 5

平成22年度予定

○公民館や地域との交流
○幼・小交流や老人クラブ等地域に人々と様々な形に連携を深め交流を促進していく
○中学生、高校生の職場体験学習の実施
○地方祭（牛鬼、神輿）への参加
○祖父母交流参観日の実施
○21年度事業の継続実施
○地元中学・高校の職場体験の場所として活用してもらう

予算額

-

目標値

100%

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない

175



Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［25］　地域交流の推進　

現状値（H20） 目標値（H24）

学校教育課 94% 100% ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

豊かな人間性育成推進事業（事業を
実施している小中学校割合）

事業の概要

○　様々な世代間の交流や中学生による体験学習、郷土芸能の伝承活動、小中学校の連携など、地域・学校・家庭での交流の促
進について。
○　地場産業の見学学習の実施。

平成21年度実績

決算額

―

実績値

○　小学校85％　中学校71％
○　クリーンウォークで歩道の清掃をした。
○　地域の方の協力により田植え、梅干作り、みかん作り、昔の遊び体験などをおこなった。
○　中学生とのボランティア活動の実施。
○　公民館事業への参加や健全育成協議会の構成を男女関係無く行っている。
○　学級レクリェーションや親善球技大会、学級PTA等を実施。
○　地域の行事（お盆の口説き、舞踊）の参加。
○　地域の方をゲストティーチャーで招待し指導を受ける。

83%

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

○　地元の小中学生が一緒に活動することで連帯感を養い、自分たちの住んでいるところの環境について考えることができた。
○　様々な体験活動を行って、農業の大切さを知り、それを伝えてくれたお年寄りへの感謝の気持ちを持つことが出来た。
○　世代間交流がうまくできた。
○　保護者間の親善に効果的である。
○　地域との連携は、高い学校評価を得ている。
○　男女が共に活動し、人間性が豊かになった。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成22年度予定

○　学級や異年齢の集団によるボランティア活動や、体験活動を通して、児童の内面に根ざした道徳性を育てる。
○　家庭、地域との連携のもと日常尾生活における道徳的実践力の育成。
○　公民館と連携を図り、企画運営を行う。
○　地区別教育懇談会を開催し、学校・保護者・地域の方（保護司・警察共助員等）が参加して、生徒の健全育成
について話合いと情報交換をしている。

予算額

―

目標値

100%

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［25］　地域交流の推進　

現状値（H20） 目標値（H24）

生涯学習課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

地域交流推進事業

事業の概要

世代間交流や郷土芸能の伝承に係る学級講座及びさまざまな体験学習等を推進し、地域や学校、家庭での交流を促進する。

平成21年度実績

【公民館講座】
実施公民館数 ： 22館
実施回数       ： 167回
実施時間数    ： 317.3時間
参加者数       ： 3,131人（うち、男性1,307人　女性1,824人）
内容             ： 郷土民謡講座、昔の遊び（老人クラブと小学生）、光る泥だんご作り、親子で作る竹とんぼ、
              　　    親子料理教室、しめ縄作り、三世代交流（餅つき、稲刈り）、郷土史学級、手話教室、
　　　　　　　　　 郷土芸能学級等

決算額

681千円

実績値

―

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

限られた予算の中で、さまざまな学級講座や体験学習が実施できたことは評価できる、しかし、実施していない公民館もあるため、
全地域で実施できるよう努力が必要である。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成22年度予定

【公民館講座】
実施公民館数 ： 25館
実施回数       ： 111回
実施時間数    ： 244時間

予算額

619千円

目標値

―

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［１］　介護休業制度の促進　

現状値（H20） 目標値（H24）

総務課
[人事]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２２年度予定

　正規職員について、国に準拠して介護のための短期の特別休暇を新設し、特別休暇制度の周知を行う。

・負傷、疾病又は老齢により２週間以上にわたり日常生活に支障のある者を介護する場合、年５日（２人以上は１０
日）の特別休暇を新設する。

予算額

―

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　平成14年度から取得可能期間が3か月から6か月に改正され、介護状態が長期に継続する場合に対応できることとなった。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

事業の概要

　職員が家族を介護しなければならなくなった場合には、肉体的、精神的に職業生活と介護の二重の負担がかかることとなり、離
職に至ることとなりかねない。介護休暇は、このような事態を回避するため、一定期間の休暇（無給）を認めることにより職員の離職
を回避するもの。
　取得可能期間：２週間以上６か月以下

平成２１年度実績

○　平成21年度実績
　　1人（夫1人）

決算額

―

実績値

1人

進捗状況

4

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

休業・休暇制度の周知、環境整備
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［１］　介護休業制度の促進　

現状値（H20） 目標値（H24）

商工観光課 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

事業の概要

　会議所、商工会等を通じて、事業所等への啓発を行う。

平成２１年度実績

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

商工会議所、商工会を通じての事業
所等への啓発

決算額

0千円

実績値

2回

進捗状況

2

事業に対する評価・課題等

　現在の中小企業を取り巻く状況は、非常に厳しく推進は難しい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

平成２２年度予定

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）の継続。

予算額

0千円

目標値

2回

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［３］　介護支援サービスの利用促進　

現状値（H20） 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

高齢者支援推進体制の整備

事業の概要

　地域の介護・福祉サービスの提供体制を支える中核的機関として、関係機関との連携のもと、地域が抱える課題の把握・解決に
向け支援体制を整備する。

平成21年度実績

地域ケアネットワーク会議……  2 回
介護支援専門員部会　　　…… 6 回
訪問介護事業所連絡会　……  4 回
訪問看護事業所連絡会　……  4 回
通所介護・通所リハビリ事業所連絡会……  4回
グループホーム連絡会　　……  4回

決算額

585千円

実績値

左記参照

進捗状況

5

事業に対する評価・課題等

○地域ケアネットワーク会議を中心に、専門部会、事業所連絡会など保健・医療・福祉の関係機関が横のつながりを持ちながら定
期的に連絡会・研修会を開催し、広く・深いネットワークの構築が図れてきた。
○介護支援専門員に対して、日常的に個別支援を行い、また、定期的な研修会を開催することで、質の向上が図れた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ー

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ー

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ー

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ー

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ー

平成22年度予定

○地域ケアネットワーク会議をはじめ各部会・連絡会の開催
　・地域ケアネットワーク会議
　・介護支援専門員部会
　・介護サービス事業所関係部会
　・医療・介護施設関係部会
　・介護予防関係部会
○高齢者地域見守りネットワーク（だんだんネット）の強化

予算額

905千円

目標値

―

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［４］　介護支援の充実　

現状値（H20） 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

　利用者数 ： 220名

　支給件数 ： 1,450件

　支給費総額 ： 8,700,000円

予算額

8,700千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

　ケアマネージャーや民生委員等に対して業務説明を行ったためある程度の周知は図られたが、市全体として更なる周知を行って
いきたい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

実績値

左記参照

進捗状況

3

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

家族介護支援事業（介護用品支給事
業）

事業の概要

　居宅において要介護4以上の高齢者を介護している家族に対し、介護用品を支給することにより、経済的負担の軽減を図るととも
に、要介護高齢者の在宅生活の継続及び向上を図る

平成２１年度実績

　利用者数 ： 182名

　支給件数 ： 1,265件

　支給費総額 ： 7,257,753円

決算額

7,258千円

事業に対する評価・課題等
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２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［４］　介護支援の充実　

現状値（H20） 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成22年度予定

　利用者数 ： 250名

　支給月数 ： 2,000ヶ月

　支給費総額 ： 10,000,000円

予算額

10,000千円

目標値

― 

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　ケアマネージャーや民生委員等に対して業務説明を行ったためある程度の周知は図られたが、市全体として更なる周知を行って
いきたい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

事業の概要

　居宅において要介護3以上の寝たきり及び重度認知症の高齢者を介護している家族に対し、介護手当を支給することにより、経
済的負担の軽減を図るとともに、要介護高齢者の在宅生活の継続及び向上を図る

平成21年度実績

　利用者数 ： 249名

　支給月数 ： 1,800ヶ月

　支給費総額 ： 9,000,000円

決算額

9,000千円

実績値

左記参照

進捗状況

3

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

在宅老人等介護手当事業
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［４］　介護支援の充実　

現状値（H20） 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

地域自立生活支援事業（栄養改善配
食事業（週１回配食、安否確認））

事業の概要

　居宅において食事の調理等が困難な65歳以上の独居高齢者等に対し、配食サービスを行うことにより栄養状態の改善と健康の
増進を図るとともに、利用者の安否確認を行う。

平成21年度実績

　利用者数 ： 162名

　配食件数 ： 8,279件

　支給費総額 ： 1,827,650円（委託料のみ)

決算額

1,828千円

実績値

左記参照

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

　食事の提供が週に1回（昼食）のみであったため、十分な事業効果が得られていなかった。H21年度から週3回を上限に利用回数
を増やし、利用者の安否確認を行うことに重点を置いている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ― 

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ― 

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ― 

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ― 

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ― 

平成22年度予定

　利用者数 ： 200名

　配食件数 ： 11,000件

　支給費総額 ： 3,000,000円（委託料のみ)

予算額

3,000千円

目標値

― 

平成２１年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない
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